
件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

分類

1
①
④

2
①
④

3
①
④

4
②
④

　
　
　
　
　
 
 

【年金給付業務】
「脱退一時金請求書」及び「外国居住年金受給権者
住所・受取機関登録（変更）届」について、受取先を
日本国内の金融機関に指定する場合の記入方法
を分かりやすく記載してほしい。

「脱退一時金請求書」及び「外国居住
年金受給権者　住所・受取機関登録
（変更）届」の記入上の注意事項にお
いて、日本国内の支店を受取先に指
定する場合、SWIF（BIC）コード・支店の
所在地・都市名及び国名は記入不要
であること、銀行名及び支店名は日本
語で記入することが可能であることを
記載しました。

【年金給付業務】
年金生活者支援給付金不該当通知書の不該当理
由に「世帯の中に個人住民税が課税されている方
がいる為」と記載があるが、本人が含まれているか
分かりづらいため、本人が含まれていることが分か
るように文言を追記してほしい。

お客様の声
把握方法別件数

603

メール等

年金事務所等 64 36 18

合　計

令和８年１０月２２日
     日　本　年　金　機　構
     お客様サービス推進部

日本年金機構に対するお客様の声の集計報告

令和8年7月1日～9月30日受付分

来訪 電話 合計

118

764

【国民年金】
学生納付特例を受けた期間の追納をしたいが、時
効となる10年の間に資金を準備することができない
ため、時効を廃止してほしい。

64 215

179 585本部 0

令和8年10月発送分以降の年金生活
者支援給付金不該当通知書の裏面
【所得等の要件】に「請求者本人を含
む世帯全員の市町村民税が非課税と
なっている」と記載しました。

882

（主なお客様の声）

項番 内　　容 対　　応

【年金給付】
在職老齢年金の基準額が65万円に引き上げられた
が、それでも全額停止になった。在職老齢年金を廃
止してほしい。

制
度
改
善
の
要
望

現行制度について説明をしたうえで、
制度を所管している厚生労働省へ伝え
る旨を説明しました。



5
②
④

6
②
④

7
②
④

8
②
④

9 ④

令和8年10月以降に到着する「繰下げ
見込額のお知らせ」の注意点に、遺族
年金を受ける権利を有した時など、繰
下げ請求できない場合があることをお
知らせする内容に変更し、様式をホー
ムページに掲載しました。
※ホームページのトップページ≫年金
制度・手続き≫年金の受け取り≫年金
の受け取りに関する届出・手続き≫老
齢年金に関する届出・手続き≫老齢年
金を請求する方の手続き≫「老齢年金
の繰下げ受給を希望している方への
お知らせ」をご確認ください。

 
　
　
　
　
　
 
 
 
 
 
 
 
　
制
度
実
施
へ
の
要
望

【国民年金業務】
令和8年10月から施行された国民年金育児期間免
除制度について、広く周知してほしい。

令和8年9月から令和9年2月まで、イン
ターネット広告（ディスプレイ広告、SNS
広告、検索連動型広告、動画広告）を
配信しています。
あわせて、医療機関、市区町村、子育
て支援等に係る関連団体及び乳幼児
向けの商品を販売する民間企業等に
対して周知依頼を行っています。

【年金給付業務】
６５歳時の老齢年金請求を電子申請で行った場合、
年金生活者支援給付金は別に申請を行わなけれ
ばならないか問合せしたところ、老齢年金の電子申
請を行うことで年金生活者支援給付金の申請も兼
ねていると説明を受けた。問合せをしなくて済むよう
案内を分かりやすくしてほしい。

年金生活者支援給付金の要件に該当
する方が老齢基礎年金を請求する場
合、同時に年金生活者支援給付金の
請求を兼ねる旨の内容を65歳裁定請
求書（はがき）送付時に同封するリーフ
レットに追加し、ホームページに掲載し
ました。
※ホームページのトップページ≫年金
に関する個人向けオンラインサービス
のご案内≫年金請求の電子申請≫老
齢年金請求書（65歳前から老齢年金を
受け取っている場合）≫「個人の方の
電子申請（老齢年金請求書（65歳前か
ら老齢年金を受け取っている場合））」
をご確認ください。

【年金給付業務】
「繰下げ見込額のお知らせ」の年金請求時の留意
点について、繰下げ待機中に障害年金や遺族年金
の受給権が発生した場合の説明を分かりやすくして
ほしい。

　日本年金機構は、当機構に寄せられるお客様からの声については業務運営の改善につながる貴重なものとし
て考えておりますので、その集計結果と現時点での対応策等をとりまとめて発表しています。

接
遇
対
応
（

年
金
事
務
所
等
の
対
応
）

母の年金請求手続きの付き添いで訪問しました。数
字や最新のルールを論理的かつ明確に整理して教
えていただいたおかげで、家族としても今後の生活
設計に大きな安心感を持つことができました。

お客様の声を励みに、より一層のサー
ビス向上に努めてまいります

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する、⑤その他、に分類しています。

※項番1～2に政策・制度立案への提言、項番3～8に制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む）を掲
載しています。

ロビーで「元夫」「調停」「離婚の際の」等の言葉を周
囲のに聞こえる声で確認された。プライバシーには
配慮してほしい。

不快な思いをおかけし申し訳ございま
せんでした。お客様の大切な個人情報
を扱っているという意識を持って対応
すること
を心がけ、プライバシーの配慮と声の
大きさに注意するよう職員に改めて周
知徹底いたしました。

（照会先）

お客様サービス推進部

お客様サービス推進グループ長 戸張

お客様サービス推進グループ 御園生

(代表電話) 03‐5344‐1100 (内線 2606)


